
 

 

 

 

  

 

小学校 6 年生 図画工作の学習 

「造形実験 光（９月）」 

 自分にとっての「光」のイメージをとら

えて、深め、考える中で「自分にとっての

光」とは何かを探ります。自分なりに主題

を生成しながら、材料や道具を選択しそれぞれが「光」を表現しました。

「試行錯誤の中で、形、色彩、光をどうやって表現できるか？」 材料

や道具などを組み合わせて実験しながら進めることができました。鑑賞

活動では、オンラインで武蔵野美術大学とつないで、大学の先生とやり

とりも行いました。 

 

「感じて 考えて（9・10 月）」 

 母島の砂、土、流れ着いた海洋プラスチ

ックなどを組み合わせて、平面作品をつく

りました。集めてきた身近な材料をどうや

って組み合わせて自分なりの表現をするか

を探りながら、手や体を動かして形や色を

工夫してつくっていました。 

 

「版から広がる世界（11・12・１月）」 

 消しゴムはんこと木版の両方の特

徴を理解し、試してから、版を重ね

る彫り進み版画で表現をしています。形と色を組み合わせ、計画的

に彫って、刷ってを繰り返す彫り進み版画は、まさに

アナログ的なプログラミングです。色の構成や手順、

彫り方については

みんなで考えたり、

意見を交えながら

進めている姿があ

りました。 
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